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4.研究目的、方法、成果と考察、結論の形式で、 A4版にて4，000字以上で報告し、研究成果の発表予定につ
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【研兜目的1
青海省には，わが国で横方製剤原料として繁用されている大黄・甘草及び麻黄場の量要生斑が産出する

と冒われているが，日本においては情報量治f少ないこともあり，基原植物・品質及ぴ潜在的供給量等々に.

ついて不明な点が多い。薬用大賞の優良な種類は，青海省東南部の黄河源流地帯を中心に産すると冒われ，

また.青海省同仁一帯に産するものが品質的に良好と曹われてきた。 中国には46種類の大費(助~um) 属植
物地哨掘され，その内，青海省及びチペット自治区には23種が分布しているととが報告されている。鱒+
三改正日本難局方において，生第大賞の泊性物質の一つであるセンノシJ-.A含量が新たに規定され(0.26%

以上)た柏呆，古くから良品とされてきた姉紋大賞の中にはセンノシ F含量値がとれを満たさないものも臨

められ，その原因として，基原植物や塵地及ぴ収穫後の聞製方法等々が考えられるが，今なお解明されて・

いない?ー方，青海省東部地域にはGlychyrrhtzauraltm.f(3を基原とする甘草が産出する ζとが予備調査で明

らかとなっているが，その酔細や品質については明確でない。日本における棋方製剤原料生薬の安定供給

と品質の安定化を目的に，青海省東部地地における大賞・甘草の碁原植物やその自生環境ならぴにそれら

の成分について現地調査を行った。

I研究方法】
両国スタッフの書加のもとで， 1的6年8月3日....14日，青梅省東部地域~甘粛省西部地域(賞甫臓族自治

州，標高2.問。......3.40(凶)にて，大賞・甘草について，原植物の自:生地でのサンプルの収集と外部形態、によ
る分類，ならぴに自主主地環境の澗壷(自主地土壌，植生)を行った。また，岡地端に産する同生誕の市場
品の収集を行い(主に中国側スタッフ)，自生株及ぴ市場品の成分分析・品質肝価を行った(日本側ス

タッフ)。現地鯛査は，西寧市(槻高2，160m)から南東へ下り，同仁 (2，判加)，変秀林場 (2，8∞w.)を経て甘
粛省夏河 (2.78Om)に豆り，北ょして臨夏 (1，9虫油)から蘭升lに重る道路に沿ヮて行った。麦持林場では標高

2，8∞mから3，3∞mにおける山中にて徒指による鯛査を行った。

【研兜成績1
1) 大賞:阿仁の町から南へ約30km下がった費持林場の山中，標高約3.2∞mのE~t斜面において野生ダ

イオウを棺砲し(Fig.1)，それらの藁身の製刻及び識の毛の有無から判断して(葉は卵形で探製，葉柄にiDf{

らに白色の需毛，禁裏脈上に白色の謀毛と突起状の毛，業喪iま白色の栗毛)， Rlzeum加nguticumと同定し

た。自生地の土場は暗褐色~栗色でpH6.7と微酸陸を示し什abloI)，エゾマツやトウヒ属の高木やスイカ
ヅラ科μnicer調及ぴヤナギ科SaJix属の低木が点在するやや湿ヲた明るい草原で，草原には9種類のリン F
ウ科， 3種類のマメ科'Astr噌d附属"数種類のゴマノハグサ科Pedicularis，属，Bupl，urum属はじめ教祖のセリ

科，Leontopodtllm屑ゃμ'gularia属はじめ数種のキク科，オミナエシ科Va1eriana.贋及ぴキンポウゲ科，ラシ科

植物等々多種類の亜高山性植物が見られた。 同仁から.東へ進み，背海省境付近に位置する甘粛省Ii可の
チペット仏教寺院の庭において，明らかにR.tanguticumと恩われるダイオウが植載されているのを見つけ

たが，同寺院の僧の措で，近くの山で採取じたものであることが判った。両地域で見られた株はいずれ
も，青海省東南部で見られた株に比べ棄の製剤がより深いととが特徴的であった。問仁の野生株のセンノ

シドA含量は同地塙の市場で流通している生薬とほぼ岡帯であったが，灰分は著しく商かった σ'ablell)。

青海省の市場流通生寮It，センノシド含量及び灰分のパラツキが著しく，また，甘粛省の市場流通生薬の
センノシド含量は，いずれもlPの規格値を下回るものであったが，これらが器原植物や収穫後の閥製条件
等1:起因するか不明である。なお，野生株の希品タノーJレエキス合量は市場流通生斑と比べ著しく低かっ
たがσablell)，とれは収穫時期の相違によるものと考えられる。

2)甘草:岡仁北部の費河支流時瀬川に沿った標高1910mの東南斜面において，約2SOzrrにわたる野生カ

ンゾウの群帯を確惚した(Fig.2)。羽状捜棄の小講1:，小葉の形(卵形~広卵形，基部は円形，先端Iま円~
想尖形)や腺毛の特徹，花のがくの腺毛の特徹及ぴ豆呆の形や腺毛の特徴，等々からG~ちかyc.砂!yrr，山hi，加.
推定したが，内東古地域に分布する同種とやや特徴が異なり，さらに検肘を要する。自生地の土壊は砂土
でpH8.3とアルカリ性を示し(Table1)，草丈の低い草がまばらに生えるゆるやかな斜面には，キク桝の

Echinops鵬，キ包ウチクトウ科の草木，ハマピシ科，アカザ料等々の砂漠植生を特徹づける植物が見られー
た。地表下150111における直径5t.ntn程度の根を採取し，グリチJレリチン含量を測定した結果，いずれの個体

も2%以下と低かったが，岡地域の市場で流通している生離における同成分の合量は5%以上を示し (Tablo

ITI)，棋の部位やageまたは収穫時期により同成分の合量が密化することが示輸された。
{結論】

青梅省東部の問仁地域には，大貸の基原種の1つであるR.tangut化umが自生しているととが判明し，ま

た，甘粛省I:i可地城にも同種が自生しているととが推定された。同地域には甘草の轟原種の1ヨである



。か'cyrrMzaura1etIJisと指定される種が自生しているととが判明し，それらの自生地環境を明らかにした。

【研究成呆の覧表，発~ft画 1
1)日本生薬学会関西支部平成8年度秋季隅消舎にて口頭発表 (1996年12月12日，大阪，酔潰要旨

集pp・I・10)・ 2)胴査報告書の作成実施中. 3) Natural Medicineへの投稿棒鋼中.

Table 1 Soil pH of the pJnce where Rh~flm 削d
GIycyrrhlzll plants wefC gl'Own n~tufa11y. 

soils雨戸9 H20 KCl 

ol戸yrrhi1.l¥plants wete grown* 8.32 7.83 
(宵海省賀商臓腕白地州穂子寺)

(35' 48' N，I02・6'E. All 1910m) 

問leumplanta wero gl'own川 6.74 5.59 
(宵:海省賞爾施旗自治州世秋林場)

〈35'16' N， 101・55'E， All 3200m) 
・SW1dy6oil， 申馴陶Da町rk.ゐI悶。wneoil 

T由leill01ycyπhizin∞nt.ent of rootll of 
GIyywhiza plantsnatural131 8mwn md 
oyeyrrhfza'Radix in ma陶 finQinShnl. 

Sampl田 OlycyrrhizJn _freoh l'O<?t 
content (%) dlJ¥meter (mm) 

R∞ts ofGlycyrrlziza plants* 

A 1..59 4.43 
B 1.封 6.30
c 1.99・ ι08
D 1.58 5.36 
E 1.73 3.03 
F 1.32 !j，98 

Avemge 
・・・・・・・・・圃

1.62土0，22

。IycyrrhizaRadix in market 
5.20土1.26

1st grade(1級) 5.10 10.0< 

2nd srade(2級.) 5.08 10.0< 

JP :xm、 morethan 2.5% 

申SampJeofl町周叫Y~ls were ~ollectet! !'t _l?_c__m 10 
depUt from 80il sufface on August 10， 1貯6.

Tabl由nRe"ults of gen釘 IUtesωofJP如 dsennosldes cont聞旬。rroots of Rlleum plants natUr凶Iyg悶wnin Qinghai 
and即lei悶1izoma(大賞)∞lh::c切din markets of Qluglw.i and Kan制pro叫nc回.

S酬 ple9 Total加hAcid-lnsoluble Delute仙 8nol・1..099on Raponticin Sennoslde (%) 

%) A B 

U.9 18，3 0..59 0.26 

18.2 0，7 27.9 10.7 0.~9 0，25 

悶lelRluzoma col1ected in market of Qingh凶Proyinco(青海省)
Produced in DOrlren (阿仁) 7.3 0，6 44.0 8，3 0.26 0，12 

針。ducedln Yushu (玉樹) 14.4 0，3 45.9 7.7 0.16 0.07 

Produced in 8aima (班瑞) 10.~ 0.4 48.7 7.6 0.95 0，41 
蔓蓮大賞 20.4 1.0 51.5 4.9 1.03 0.44 

間lelRhizol11a collccted in market of K凶 su丹oyince(甘踊省)

六成中背 8..5 1，0 44.3 ，5，8 O.偲 -_古車

六成片 8，5 0.1 40.9 7，0 0.00 --*申
11vJ、吉 9.0 0.3 38.1 6.9 0.07 句.申申

人成小官 13，2 0.6 40，2 7.9 -.事事 --曲申
賞撞 9.2 0.9 34.5 9..5 0，06 ..叫-J1' 1lI Not more than Notle日目 tban Not more than Not less than 

申:膏両頭両議長菌li~H両E*19.02q1b2;両副長EJ.
30.0% 13.0% 0.25jb 
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年

財団法人 日中医学協会

理事長中島章殿

コホt ~吾 1 郎

月

報告者氏名

所属機関名 学校法人尚綱学園尚網短期大学

職名 堂島 年齢

所在地干 862熊本市九品寺2-6-78

電話 的自ー郊外知11 内線叩7

。添付書類:講演集・シンポジウム写真等学会に関する資料

学会・学術交流の名称
第5回日中友好糖尿病シンポジウム

ア マ 糖尿病の痔掌2 成閃z 治癒.教育

主 催 団 体
第5回日中友好糖尿病シンポジウム委員会，中華医学会

代 表 者 コ村悟郎

期間 . 開催地
1996年9月6日， 7日

日

@ 

才

招へい・派遣目的 本シンポジウムは昭和62年 (19R7年)に北寅市においで開催しごれ務担踏ん'-ア日出聞

に多くの医学シンポジウムが開催されるようになった。第2回を福岡市，第3回を上海市，第4回を横浜市において

開催し両国閣の糖尿病の研究推進および日中の親善促進に果たした役割は大である内今岡はシンポヲウム開催10生E
目であり，両国の研究の交流と親善を深めることが目的である。

I.招へい・派遣研究者 人数 3 人(別紙) Goro Mimura， Kaichi Kida， 
三村悟臥貴田嘉一，村上啓子 Keiji .Ilurakami 

1)氏名(漢字) 一英文名 男・女

所属機関、職名 生年月日

所在地

電話 内線

研究課題

1996 ，..， 9 r-t 3 r-t -= 1996 h- 9 '" 8 ，...， ， 6 
n.滞 在 期 間 自一一一一年一一一月一一一日 至一一一一年一一一月一一一日 (ーと一一日間)

~aL年一_Q_月一一生日 至~aL年___l!一月一旦一日 (ー豆一日間)

III.助成金の使途内訳

助成金額

交通費

雑費

500，000 円

Jf8t.8".ω 円

円

宿泊費

他

-招璃・派遣研究者記入欄が不足の場合は別紙に追加添付して下さい。

円

円

食費 円



N. 主な滞在日程

9月3日 4日 5日 6日 7日 8日

菅用車ー 両容到着 シンポデウム 帰国

シンポジウム準備 '" 中華医学会と第

:村悟郎
ムU打~合JせJ 吋、 J ソ

抑制ウ峰構

村上啓治 ~を聖監
シンポ7ウ峰信

貴田が9月3日に西安到着，シンポジウムの準備、その他中華医学会と打合せ，資料不足の場合，三村、村上が持

参する予定とした。 5目、 6日はシンポジウム開催、 7日はシンポジウムの後片付けと申華戻掌会、中国糖尿病堂

会の委員と次回第6回のシンポジウム開催について合議した。開催年は1999年 (2年間隔で開催することとした). 

日本で開催することとした。日本側代表世話人は三村、第6回シンポジウム開催責任者は貴固とすることとなり.

8日帰国した。

V. 学術交流報告

中国糖尿病学会の第7回の学術集会が9月 1 日~3 日西安市で開催され，ひきつづいて第 5回のシンポジウムが5
日、 6日の両日ハイヤットホテルで開催した。開会式は中国糖尿病学会の朱嬉星会長，中華医学会の尚梓仁副会長，

秘書長の挨拶および日本側から三村代表世話人の挨拶が行なわれ，シンポジウムが開催された。
特別講演は日本側から貴田嘉一教授，野中共平教授，中国側からXixi昭 Ehu.Xian-Ren Pan教授によって行忘れた

が講演内容は日本、中国の糖尿病の成因についての研究成果および日本の糖原病治療の現状，中国の糖尿病の疫学

について格調のある最新の研究成果が発表され，極めて有意義な特別講演であった。招待講演として日本側から竹

田亮祐名誉教授から興味深い肝膜蕩についての講演が行なわれた。一般演題は日本側から30愚中国側から31題
tっち 2題は欠jであり，ポスターは中国側から31題であった。本シンポジウムは発表は英語で行ない，質疑応答

は日中両国語を用いたが，今回のシンポジウムの講演内容は糖尿病の基礎的研究と臨床研究であり，中国の研究水
準ω両よか僻皆に認められた。また向国の掛究者による質難施杏が今回は極めて詰発であり，大巾にシンポジウム

の終了時間がおくれた。更に今回の学術交流を通じて両国間の親善関係がより強固となり，両国の研究者の交流の
輔か史向出まった」ともと宇凹ωンンホンワムω肱呆のーっといえゐ。
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村 悟郎 英文名 MimuraGoro ⑨ 女

学校法人尚綱学園 尚綱短期大学

学長 生年月目、 1924年 5月 7日

号862熊本市九品寺2-6-78

. 096-362-2011 内線307

日中間の糖尿病研究推進
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?色

貴田嘉一 '英文名 KidaKaichi 女
' <，' 

愛媛大学医学部小児科

教授 生年月日 1947年 7月 8日

@791-02愛媛県温泉郡重信町大字志津川29

0899-64-5111 ' ，内線2119

日中間の小児糖原病の学術交流
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 @;;女英文名 KeijiMurakami 
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、須磨赤十字病院

;汁副院長 生年月日 1947年 4月 3日:

a吾妻654神戸市須磨区妙法寺字菅之池684-1

078..'.741-26日~.' .:. j. ~'.内線\ It . ~ !;'， ' 

日中間の糖尿病の疫学
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